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小学校生活をスムーズにスタートするために 

１１月３０日（月）、清水小学校の家

庭科室と会議室をお借りして、給食試食

会を行いました。４月になったら小学校

に入学する年長組の子どもたちが小学校

へ行って、給食を食べました。献立は、

子どもたちが大好きなカレー、チキンと

大根のサラダ、りんごヨーグルト、そし

て麦ごはんに、牛乳です。保護者のみな

さんも一緒に試食しました。 

子どもたちは少し緊張した表情でした

が、１年生になった気分で、本当にうれしそうに食べていました。 

給食室の先生も来てくださって、次のようなお話をされました。 

「食材は、すべてモニタリングしていて、安全です。」 

「そして、子どもたちの口に入るものはすべて、一度火を通してあります。」 

実際に小学校に行って、こういう話を聞いて、給食を食べたことで、子どもたちも保護者

のみなさんも、とても安心したのではないかと思います。そして小学校入学がさらに楽し

みになったのではないでしょうか。    

どの子も希望に満ち、小学校生活をスタートできるよう、これからも「幼稚園と小学校

の連接」をていねいに進めていきたいと考えています。 

 

絵本を読んであげるということ 

毎週火曜日は年長組の絵本の貸し出しの日です。そして金曜日

が年少組の貸し出し日です。子どもたちは家に帰って、その借り

た絵本を絵本バックから取り出して、「これ、読んで！」と言うの

かもしれません。そのときは、どうか子どもたちのために少し時

間をとって、絵本を読んであげて欲しいと思います。布団に入っ

て眠るまでの少しの時間でもいいと思います。 

お父さんやお母さんが自分のために時間をつくってくれたこ

とを、子どもたちは、その絵本とともにずっと覚えています。そ

ういう幸せな時間が、人への信頼や思いやりを育むと思います。 


